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第１回稲沢市給食基本計画策定委員会 議事要旨 
 

日時：令和元年９月２４日（火） 

１３時３０分から１４時３０分まで 

会場：稲沢市役所 第１分庁舎 第４会議室 

 

１ 開会 

【開会のあいさつ】 

 

【辞令交付】 

 

【辞令交付】 

 

【教育長あいさつ】 

 

【自己紹介】 

 

 

２ 協議 

（１）委員長・副委員長の選任について 

事務局 ：（１）委員長・副委員長の選任について議題とさせていただきます。 

委員長、副委員長の選任につきましては、稲沢市給食基本計画策定委員会設置要綱

第５条第１項の規定により、委員の互選により定めることにとなっております。委

員の皆様いかがいたしましょうか。 

委員 ：委員長に大学の先生の石川委員、副委員長に千代田小学校長の栗田委員をお願いで

きませんでしょうか。 

事務局 ：他に意見がないようですのでお諮りします。 

委員長に石川委員、副委員長に栗田委員をお願いすることにご異議ございませんで

しょうか。ご異議がなければ拍手をお願いします。 

（拍手） 

事務局 ：ご異議なしと認めます。委員長を石川委員、副委員長を栗田委員にお願いすること

とします。 

 

【委員長、副委員長のあいさつ】 

 

事務局 ：それでは、これから先の進行を委員長にお願いします。 

 

  



2 

（２）稲沢市給食基本計画策定委員会運営要領について 

事務局 ：稲沢市給食基本計画策定委員会運営要領について説明させていただきます。 

この要領は、稲沢市審議会等の設置及び運営に関する要綱第６条第２項「審議会等

の会議は、稲沢市市民参加条例施行規則第３条の規定に基づき、原則公開しなけれ

ばならない」及び稲沢市審議会等の会議の公開に関する基準第１条、「稲沢市審議会

等の設置及び運営に関する要綱」第６条第４項の規定に基づき、審議会等の会議の

公開等について必要な事項を定めるものとする。に諮り、制定させていただくもの

であります。 

公開につきましては、稲沢市のホームページに本委員会の要綱、要領、名簿及び議

事録。また、次回以降の委員会開催の案内を公開させていただきます。 

議事録につきましては、委員長、副委員長にご承認いただいた後、掲載させていた

だきます。 

なお、委員会開催の案内につきましては、会議の１週間前には公開することとなっ

ております。 

以上のことから、本委員会の公開についてご承認願うものであります。よろしくご

審議願います。 

委員長 ：委員の皆さん何かご意見、ご質問はありませんか。 

（意見なし） 

委員長 ：それでは、今後、この委員会につきましては、この要領に基づき、公開といたした

いと思います。今後、第５条に規定のとおり、委員会の運営に必要な事項が出来ま

したら、委員の皆さまに諮った上で委員会を進めてまいりますので、ご協力をお願

いします。 

 

 

（３）本委員会設置の目的とスケジュールについて 

事務局 ：本委員会設置の目的とスケジュールについての説明の前に、現場の声として、学校

給食センターや給食調理場で見てまいりましたことをお話しさせていただきます。 

 

【現場の状況説明の要旨】 

○古い施設では、夏場はスポットクーラーを使用しているものの熱中症になるほど熱く、換気扇と

網戸での対応をしているため小さな虫の侵入を防ぐことが容易でない。 

○冬場は霜焼けができるほど底冷えする。今は、ほぼ手洗い設備の温水化は整ってまいりましたが、

温水が出ない所では、手洗い後に３０秒間流水で流すのですが、この時は指先の感覚が無くなる

ほどである。 

○施設全体が狭いので、倉庫なども十分に無く、休憩室に消耗品を積み上げている状況、トイレに

入る前に白衣を脱ぐが、前室がないためカーテンで目隠ししている状況がみられる。 

○ウェット方式のドライ運用では、大きく長い排水溝やコンクリートの床は、残渣が残りやすく、

水分も十分には乾きにくく、害虫や雑菌、カビの発生を抑えることが難しい。 

○機械設備の更新は行っているものの、施設のインフラ整備は困難で、水道やガス配管、電気設備

の老朽化には対応できていない状況にある。 
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事務局 ：現場の状況をご理解いただいたうえで、本委員会設置の目的について、説明させて

いただきます。 

 

【本委員会設置の目的】 

○給食施設に関して、老朽化した施設を整備、改修を行い使用していくか、統廃合や、建替え、更

には新たな給食施設を整備した方が良いのかなど、現在施設が抱えている課題と、今後の整備手

法における課題がある。 

○給食費の公会計化は、給食費会計の透明化を図るとともに、教員の多忙化解消を目的としたもの

だが、公会計の処理を行うための市のシステムとの適合性や導入に要する機器やソフトウエアな

どの検討や肥大化する事務量の課題などがある。 

○正規職員の退職者不補充の方針により、正規調理員よりも臨時調理員の方が多くなっている現状

がある。 

 

事務局 ：これら、諸問題、課題について検討し、解決していくために、委員様方にご議論い

ただきながら、稲沢市の給食事業の道標となる事を目的に、この基本計画を策定し

てまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

事務局 ：スケジュールについて説明させていただきます。 

今回は、第１回目の会議となり、現状と今ある課題について、説明をさせていただ

きます。 

２回目以降の会議におきまして、それぞれの課題に対し、どの様な目標を持って、

どの様に解決して行ったら良いかなど、ご議論頂きたいと考えています。 

今後、来年の９月まで、今回を含め、６回の会議を予定しています。 

本日１回目は、現状の課題についてご理解いただき、２回目から４回目で、課題の

解決に向けて、ご審議いただきまして、５回目はパブリックコメントもありますの

で、取りまとめて、ご審議いただき、６回目では、最後となりますので、修正等ご

確認いただき完成させる予定です。 

 

委員長 ：委員の皆さん何かご意見、ご質問はありませんか。 

委員 ：現場の状況についてはおっしゃる通りです。冬場は寒く、夏は暑い。 

 

 

 

（４）給食に係る現状と課題について 

【資料説明の要旨】 

○近年の学校給食の動向として、学校給食の栄養基準の改正や食育の取り組み、アレルギー対策な

どが求められている。 

○給食施設については、ドライシステムの運用や HACCPの導入などの衛生管理が求められている。 

○稲沢市では児童数の減少に伴う給食数の減少が予測される。 
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○単独調理場と祖父江町学校給食センターでは老朽化が進行しており、ドライシステムでないため

衛生面での課題があるほか、個々の単独調理場では検収室と下処理室が兼用になっているなどの

個別の課題を抱えている。 

○稲沢東部及び平和町学校給食調理場の施設は 80％程度の稼働状況となっており、現時点での余力

は大きくはない。 

○給食費の徴収にあたっては、親子・センター方式で一部公会計化が導入されているものの、教員

による事務は残存しており、教員の多忙化解消には至っていない。 

○調理員の雇用については、退職者不補充の方針により正規調理員の減少と高齢化に加え、臨時職

員の確保に苦慮している。 

○稲沢市の給食に関する課題としては、アレルギー・食育等の社会の変化に対する全般的な課題、

公会計化等の給食費等の徴収方法に関する課題、施設の改修等の給食施設・設備等に関する課題、

調理員の確保等の給食施設の運用に関する課題が考えられる。 

 

事務局 ：事務局から資料について２点ほど訂正があります。 

１点目は、４ページの単独調理場の衛生状況で「単独調理場については、市内に 17

施設あるが、…」とありますが、正しくは１８施設です。 

２点目は、５ページの各給食施設の実態の表に、千代田小学校が記載されていませ

んでした。 

㈱創建 ：千代田小学校については、単独調理場の共通事項のほか「配膳室、休憩室では雨の

日に雨漏り等で外部から水が侵入してくること」や「空調稼働中に一部の扉が開け

にくくなる」といった問題があります。 

 

委員 ：施設の老朽化について質問です。単独調理場はいずれ一つにまとめられるというこ

とでしょうか。また、祖父江町学校給食センターはどうなりますか。 

事務局 ：単独調理場をどうするか、また、祖父江町学校給食センターをどうするかについて

もこの委員会でご議論いただきたいと考えております。 

祖父江町学校給食センターは平成元年に建設されており、ご案内のとおり、空調が

来ておりませんので、過酷な環境の中で調理を行っています。 

また、単独調理場についても説明があったように、昭和４０年代、５０年代の施設

が多いため、ウェット方式のドライ運用をさせていただいているという状況にあり

ます。 

それから、手洗い場やトイレについても、現状ではなかなか、洋式にできないこと

や、そこで白衣を脱いで手を洗ってということを合わせて対応することが、現状の

施設では難しい状況にあります。 

そういったことも含めて、単独調理場をどうしていくか、作り変えることができな

いならばどうしていくかについて皆様にご議論いただきたいと思います。 

本日は、皆様が２回目以降にご議論いただくための共通認識を持っていただくため

の説明をおこないました。 

 

委員長 ：４ページの学校給食施設の築年数と劣化状況にあります、劣化状況の判定の A~Dの
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ランク付けはどのようなものでしょうか。 

㈱創建 ：D判定は早急に改善が求められるところになります、C判定についてもできるだけ改

善をしていく必要があるということころになります。A ランクは非常に健全である

ということで、B ランクについては一部に問題があるというように認識していただ

ければと思います。 

事務局 ：補足させていただきますと、これは長寿命化計画を作成した際に目視で判断をさせ

ていただいたものですので、中の構造等をみて判断したものではないということを

ご理解ください。 

 

委員長 ：他にご意見やご質問ありませんでしょうか。ないようであれば、以上で本日の協議

を終了したいと思います。 

 

３ 閉会 

【閉会のあいさつ】 

 

 

 

 

 

 


